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TRMM-PRを用いた冬季アジアモンスーン域における降水の年々変動
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鈴木理香・高橋 洋 （首都大学東京大学院）
概要；本研究では冬季アジアモンスーン域における韓水の年々変動を熱帯降雨観測衛星TRMM-PR(TropicalRainfal Measuring Mission Precipitation Radar）の
データを用いて解析を行ったところ、以下の結果を得た．
・降水頻度分布は可降水量とよく対応した結果となったが、SSTとの対応については明瞭にはみられなかった．
・エルニーニヨ発生時及び通常期や気候値としての降水活動は日変化が乏しく、冬季モンスーンによる地形性降雨の特徴とよく一致していた
・ラニーこャ発生時は降水が大きく日変化しており、その日変化は先行研究で述べられている海洋上、あるいは陸上の性質と一致していた
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はじめに： 熱帯域の降水量は全球の約3分の2を占めるともいわれ、またその雲・降水システムlま大量の潜熱を放出するため、大気大循環にとって重要な役劃を
果たす．本研究は、 脅さ帯における顕著なタイムスケールである日変化について、 TRMM-PRを用いて解析を行うものとする今回は特に、 13年間という長期のデー
タを使うことによりエルニーニョ・ラニーニャに伴う降水分布及び日変化の年々変動に着目し、解析を行った.0.5度格子にアーカイヴしたデータを利用することで明
瞭な降水分布を調べることができ、これまでの多くの研究が地上降水量で補正されたOLRペースの降水量データを用いていた（たとえばT、Jitaand Sekine, 1994）の
に対し、 TRMM-PRを用いたことでより現実に即した結果が得られると考えられる．また、 降水量だけでなく、降水の特徴（跨水量・降水頻度・降水強度）の変化にも
着目した．本発表では最も主要な変化をもっ降水頻度についての結果を示すー
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データ・解析概要： 本解析ではTRMM-PR(3G68・ver.6,0.5°x0.5。grid）のデータを使用し、降水頻度（降水
ピクセル数／観測ピクセル数）を算出した．解析対象期聞は1998～2010年の13年間分の12-2月とし、その
年々変動を翻ベた．なお、時刻はすべて協定世界時(UTC）として与えられたデータから経度15度毎lこ1時間
ずつずらし、機械的におおよその地方時に変換した．また日変化の解析は全て、 3時間の移動平均とし、
年々変動に特徴のみられる領域（図2）を対象とした．
さらに、 ENSOのインデックスとしてNOAAOceanic Index (ON！）を使用し、 0.5以上をヱルニーニヨ発生時
(EL)、一0.5以下をラニーニャ発生時（LA）、またそのどちらにも当てはまらない期間を通常期（OR）として月
毎に分額しそれぞれ平均した上で、その空間分布の気候値CCL）からの偏差（図2）と降水の日変化（図的を
聞ベた．
同時に長期再解析デー タJRA・25(Onogi et al., 2007）より可降水量及び850・hPa面における嵐向風速、海
面水温については、NOAA・OISSTdaily data ver. 2を使用し、同様に気候短からの偏差を調べた
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図2 降氷の臼変化を調べた領域（図中のA・B・Cl.t図4と対応）
結果①： 降水分布の年々変動に関しては、Eしでは降
水域が東に移動し、 LAでは海洋大陸上の降水が活発
化するといった先行研究問機の結果を確認することが
できた．これに対し、 陸上や陸に近い海洋上の一部（ス
マトラ島南部、ボルネオ島南側沿岸など）ではこれまで
の結果とは異なるシグナルがみられた
また、他の気象要素との対応をみると、降水頻度と可
降水量（図5）はその年々変動の偏差がおおよそ対応し
ている．これに対し降水頻度とSST（図6）ではi対lの対
応がとれていなかった． 図4 降水頻度の日変化（EL：ヱルニ ニーョ発生時，LA：ラニー ニヤ発生時， OR：’通常期.CL：気候値）
結果②：特徴的な降水の年々変動がみられた領域に
ついて（図2）、その降水頻度の臼変化を翻ベた（図4)
ところ、DJFに関してはA・8・cともにLA時の降水頻度
は気候値よりも高くなる傾向がみられた．
中部ベトナム東側沿岸の海上（A）では、 LA時に深夜
から早朝にかけての降水頻度が高くなり、明け方から
午前中、また昼過ぎから夕方にかけての降水頻度は低
〈、時刻によっては気候値よりも低い値をとる．フィリピ
ン北部の東側沿岸（B）でも間傾向の臼変化を示してお
り、これらの領域ではLA時に海洋の特徴をもった臼変
化パター ンを示すのに対し、 EL時はほとんど日変化を
しない．また、ボルネオ島北部（C）では早朝6時ごろか
ら夕方18時ごろまでの年々変動が小さく、 しAだけでなく
EL時にも臼変化がみられる．しかし夜間はLA時の降
水活動が継続するのに対し、EL・OR時にはだんだん衰
退していく梅子がみられる．
すなわちELや気候値をみるとその降水活動はほとん
ど日変化しておらず、これは冬季モンスーンによる地形
性降雨の特徴とよく対応している一方、降水活動の活
発であるしAlこ関しては比較的顕著な日変化をしている
ことがわかった
図5可降水量・循環場の気候値からの偏差（左：EL.右：LA)
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